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◆
三
鷹
俳
句
会
４
月
の
秀
句

（
選
者
）
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

来
年
を
後
ろ
手
に
持
ち
桜
守

伊
藤
紫
春

遅
咲
き
の
今
が
見
頃
よ
汝な

も
吾
も

大
久
保
英
一

春
昼
や
蕎
麦
観
音
は
北
向
き
に

田
中
淑
子

二
両
編
成
音
の
ど
け
し
や
定
年
期

根
岸
操

垣
根
な
き
一
村
包
む
桜
か
な

岡
田
幸
子

櫻
咲
く
余
白
は
空
の
青
さ
か
な浅

沼
仁
美
子

桜
餅
一
つ
置
か
れ
し
席
に
着
く大

和
谷

や
ま
と
だ
に

慈
子

魚
市
の
電
球
昏
し
桜
鯛
　
　

小
泉
秀
夫

散
る
花
の
手
桶
に
一
片

ひ
と
ひ
ら

墓
洗
ふ

南
み
ち

場
所
取
り
も
業
務
命
令
花
の
下小

木
曽
貞
子

盲
導
犬
主
人

あ

る

じ

を
誘
う
花
の
下

根
岸
敏
三

し
ん
が
り
は
狐
の
仮
装
春
日

清
水
ゆ
き
え

西
行
も
恋
ひ
し
た
ま
ひ
し
散
る
さ
く
ら

久
ケ
谷
ゆ
き
子

春
愁
を
猫
と
分
か
つ
や
昼
下
り

拝
司
園
子

校
舎
よ
り
流
る
る
唱
歌
蝌
蚪
の
群三

矢
恵
啓

走
り
根
の
窪
に
落
ち
つ
く
散
る
桜

大
竹
ハ
ル
子

花
の
昼
烏
城

う
じ
ょ
う

は
四
方
を
見
晴
ら
せ
る牧

文
子

春
昼
や
薄
目
の
猫
に
釘
曲
が
る

槙
田
隆
司

明
日
の
こ
と
ケ
セ
ラ
セ
ラ
な
り
桜
餅

寺
田
絢
子

◆
三
鷹
短
歌
会
４
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
義
直

う
ら
う
ら
と
光
さ
し
ゐ
る
芝
庭
に
ひ
と

と
こ
ろ
稚
き
緑
萌
え
出
ず

神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
春
の
兆
し
を
感
じ
さ
せ
る
日
差

し
、「
う
ら
う
ら
」
か
ら
は
、
冬
日
と

は
違
う
温
み
が
伝
わ
っ
て
来
る
、
枯

色
の
芝
生
の
中
に
緑
が
蘇
り
始
め
た

自
然
の
営
み
を
捉
え
て
い
る
。

山
門
を
入
れ
ば
開
く
る
山
茱
茣
の
黄き

い

の

世
界
に
わ
れ
染
ま
り
ゆ
く

横
尾
え
り
子

﹇
評
﹈
山
茱
茣
の
花
は
一
段
と
鮮
や
か

な
黄
色
で
、
そ
の
群
生
に
は
目
を
奪

わ
れ
る
。
そ
し
て
辺
り
の
空
気
ま
で

も
が
黄
色
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
不
思

議
で
あ
る
。「
わ
れ
染
ま
り
ゆ
く
」
は

実
感
。

新
木
場
に
今
も
残
れ
る
角
乗
り
を
老
い

し
指
導
者
見
事
に
演
ず

大
平
光
子

﹇
評
﹈
木
場
職
人
の
心
意
気
の
象
徴

と
し
て
の
角
乗
り
の
妙
技
は
後
世
に

三
鷹
市
立
中
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
を
採
択
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
、
平
成

18
年
度
か
ら
市
立
中
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
の
採
択
を
行
い
ま
す
。
教

科
書
採
択
と
は
、
文
部
科
学
省
の
検

定
に
合
格
し
た
教
科
書
の
中
か
ら
、

実
際
に
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を

決
定
す
る
こ
と
で
す
。
市
立
学
校
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
市
教
育
委

員
会
が
決
定
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
市
教
育
委
員
会
で
は
「
三

鷹
市
立
小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
採

択
要
綱
」「
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校

教
科
用
図
書
採
択
実
施
細
目
」
を
定

め
、「
教
科
用
図
書
選
定
資
料
作
成

委
員
会
」
に
お
い
て
公
正
か
つ
適
正

な
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
同
選
定
資
料
作
成
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
る
資
料
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
８
月
31
日
d
ま
で
に

教
科
書
採
択
を
行
い
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

の
展
示
会

東
京
都
北
多
摩
第
二
教
科
書
セ
ン

タ
ー
の
展
示
会
と
し
て
、
採
択
の
対

象
と
な
る
全
て
の
教
科
書
（
中
学
校

で
平
成
18
〜
21
年
度
の
使
用
対
象
と

な
る
教
科
書
）
と
、
小
学
校
で
平
成

17
〜
20
年
度
使
用
の
教
科
書
（
現
在

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。
展
示
内
容

は
昨
年
と
同
じ
）
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
３
日
f

〜
７
月
６
日
d

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階

第
二
中
研
修
室
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

指
導
室
（
教
科
書
採
択
に
つ
い

て
）
1
内
線
３
２
４
３
・
教
育
セ
ン

タ
ー
（
展
示
会
に
つ
い
て
）
1
内
線

３
２
５
２

国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
講
演
会

国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
主
催
、
三
鷹
市
後
援
。

国
際
基
督
教
大
学
で
今
年
度
か
ら
始

め
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
足
を
記

念
し
、
そ
の
基
礎
科
目
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
①
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
研
究
に
何
が
で
き
る
の

か
？
」（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
教
授
・
上
野
千
鶴
子
さ

ん
）
＝
５
月
27
日
f
午
後
０
時
30
分

〜
２
時
30
分
、
同
大
学
Ｄ
館
オ
ー
デ

ィ
ト
リ
ア
ム
、
定
員
400
人
。
②
「
性

同
一
性
障
害
を
通
し
て
性
を
考
え

る
」（
埼
玉
医
科
大
学
教
授
・
山
内

俊
雄
さ
ん
）
＝
６
月
６
日
b
午
後
３

時
10
分
〜
６
時
、
同
大
学
本
館
213
教

室
、
定
員
180
人
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
研
究
セ
ン
タ
ー
1
33
―
３

４
４
８
（
大
沢
３
―
10
―
２
）

三
鷹
の
街
と
建
物
の

歴
史
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
13
年
度

か
ら
、
昭
和
20
年
ご
ろ
ま
で
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物

の
本
格
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
の
調
査
対
象
範
囲
は
、
中

原
、
北
野
、
新
川
、
野
崎
、
大
沢
の

全
域
で
す
。
対
象
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
個
別
に
文
書
で
協
力
の
お
願
い

を
し
ま
す
。
調
査
は
、
工
学
院
大
学

教
授
・
三
鷹
市
文
化
財
専
門
委
員
の

初
田
亨
さ
ん
と
、
建
築
史
専
攻
の
大

学
院
生
な
ど
が
行
い
、
調
査
員
は
教

育
委
員
会
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

e

生
涯
学
習
課
1
内
線
３
３
１

４

ジ
ブ
リ
美
術
館
三
鷹
市
民
特

別
枠
　
6
月
１
日（
水
）か
ら

7
・
8
・
9
月
分
を
発
売

夏
休
み
は
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
へ
！
平
日
の
チ
ケ
ッ
ト
で
残
数
に

余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
入
館
も

で
き
ま
す
。

◆
対
象
者

①
三
鷹
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方

（
住
民
票
、
免
許
証
、
保
険
証
、
外

国
人
登
録
証
明
書
な
ど
で
証
明
で
き

る
方
）、
②
三
鷹
市
に
在
勤
・
在
学

の
方
（
社
員
証
、
在
勤
証
明
書
、
学

生
証
な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

※
受
付
時
に
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
チ
ケ
ッ
ト

７
・
８
・
９
月

の
休
館
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
券
と

午
後
券
を
各
50
枚
、
合
計
100
枚
（
先

着
順
）。
１
人
１
回
６
枚
ま
で
。

※
休
館
日
＝
火
曜
日
（
た
だ
し
７

月
26
日
と
８
月
16
日
は
開
館
）

◆
料
金

大
人
１
千
円
、
中
高
生
700

円
、
小
学
生
400
円
、
幼
児
（
４
歳
以

上
）
100
円

海
外
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
行
う
活
動

に
参
加
す
る
市
民
の
方
を
対
象
に
、

参
加
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
助

成
を
受
け
た
方
は
、
後
日
、
市
の
主

催
す
る
報
告
会
を
通
し
て
広
く
そ
の

体
験
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
還
元
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格

平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
、
15
歳
以
上
で
三
鷹
市
に
１
年

以
上
在
住
・
在
職
・
在
学
し
て
い
る

方
（
平
成
10
〜
12
年
度
に
三
鷹
市
で

主
催
し
た
「
地
球
市
民
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
た
方
は
除
く
。
20
歳
未
満
の

方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）。
ま

た
、
帰
国
後
45
日
以
内
に
報
告
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
し
、
報
告
会
で
体
験
報

告
で
き
る
方
。

◆
支
援
対
象
事
業

国
内
に
本
拠
地

を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
企

画
（
催
行
）
す
る
、
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
で
の
３
日
以
上
の
活
動
体
験
を
含

む
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
・
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
な
ど
で
、
平
成
17
年
10
月
末
ま

で
に
帰
国
（
予
定
）
の
ツ
ア
ー
。

「
市
民
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
」で

海
外
援
助
の
現
場
に
関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

◆
助
成
金
額
１
人
５
万
円
ま
で

（
ツ
ア
ー
な
ど
の
参
加
費
、
往
復

航
空
券
、
現
地
宿
泊
費
な
ど
の

初
期
経
費
。
任
意
保
険
料
ほ
か

個
人
的
な
経
費
は
対
象
外
）。

◆
募
集
人
数

最
大
５
人

▼
７
月
１
日
f
ま
で
（
消
印
有

効
）
に
①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
③
生
年
月
日
、
④
電

話
番
号
（
携
帯
電
話
番
号
／
フ

ァ
ク
ス
番
号
／
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）、
⑤
在
勤
、
在
学
の
方
は
、

勤
務
先
名
ま
た
は
学
校
名
と
通

勤
・
通
学
を
始
め
た
年
月
日
、
⑥
応

募
動
機
（
400
字
以
内
）、
⑦
参
加

（
予
定
）
ツ
ア
ー
概
要
・
日
程
表
・

申
込
書
・
申
込
金
（
内
金
）
の
振
り

込
み
が
わ
か
る
書
類
（
す
べ
て
コ
ピ

ー
可
）、
⑧
過
去
に
海
外
で
の
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
参
加
し
た
回

数
、
⑨
今
回
参
加
す
る
団
体
で
企
画

（
催
行
）
す
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
な

ど
に
参
加
し
た
回
数
、
⑩
20
歳
未
満

の
方
は
保
護
者
の
同
意
書
（
文
）
を

記
入
し
、
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
「
〒
181
―
８
５
５
５
三

鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
平
和
・
女

性
・
国
際
化
推
進
係
『
市
民
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
』」
・
5
48

―
１
４
１
９
・

kikaku@
city.m

itaka.to
kyo.jp

へ
申
し
込

む
。
書
類
審
査
で
選
抜
し
、
結
果
は

７
月
中
旬
に
応
募
者
全
員
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。

e
同
係
1
内
線
２
１
１
５

三鷹市教育委員会�

教科用図書調査研究部�
・教科書の内容の調査研究および資料の作成�

・教科書の採択�

教科用図書選定資料作成委員会�
・採択基準および採択方法の審議、�
  選定資料の作成�
・教科用図書調査研究部への調査研究資�
  料作成の指示�
・調査研究資料の検討、協議�

各中学校�
・巡回展示�
・研究資料の提出�

保護者・市民�
・アンケートによる�
  意見表明�

教科書展示�

提
出�

提
出�

報告�指示�

報告�指示�

有三　三鷹の家の庭にて（昭和10年代）

平成18年度使用三鷹市公立中学校
教科用図書採択の流れ

山
本
有
三
展

〈
文
学
的
交
友
に
つ
い
て
〉

10
月
2
日（
日
）ま
で

山
本
有
三
の
代
表
作
「
路
傍
の
石
」

は
、
作
者
の
少
年
期
だ
っ
た
明
治
後

期
を
発
端
に
、
現
代
を
担
う
世
代
を

主
人
公
・
愛
川
吾
一
を
通
し
て
描
こ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
登
場
人

物
に
は
、
友
人
知
人
の
面
影
や
思
想

が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
三
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、

演
劇
仲
間
へ
の
熱
っ
ぽ
い
批
評
も
あ

り
、
文
学
論
争
を
闘
わ
せ
て
い
る
も

の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
的
交
流

が
た
ど
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
芥
川
君
の
戯
曲
」「
直
木
君
の

最
後
」「
人
間
菊
池
」
な
ど
は
、
ま

だ
作
家
と
し
て
の
活
躍
が
惜
し
ま
れ

る
時
期
に
亡
く
な
っ
た
友
人
へ
の
追

悼
文
と
し
て
綴
ら
れ
た
も
の
で
す
。

第
三
次
「
新
思
潮
」
刊
行
時
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
若
い
こ
ろ
か
ら
の
作
家

仲
間
は
、
有
三
に
は
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で

は
、
現
代
文
学
を
め
ざ
し
た
そ
の
同

志
た
ち
と
の
交
わ
り
を
改
め
て
振
り

返
り
ま
す
。
有
三
の
日
常
生
活
を
偲

ぶ
身
辺
の
品
々
の
展
示
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
10
月
２
日
a
ま
で
（
月
曜
日
休
館
。

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、

翌
日
・
翌
々
日
が
休
館
）
の
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
山
本
有

三
記
念
館
で
。
入
館
無
料
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

同
記
念
館
1
42
―
６
２
３
３

（
下
連
雀
２
―
12
―
27
）

伝
え
継
ぎ
た
い
伝
統
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
指
導
者
の
素
晴
ら
し
い
演
技
に

感
動
し
て
の
一
首
。

高
見
盛
気
合
十
分
土
俵
に
立
つ
い
ざ
勝

ち
越
し
に
賭
け
る
一
番

望
月
綾
乃

﹇
評
﹈
高
見
盛
の
気
合
の
入
れ
方
は
独

特
で
笑
い
を
誘
う
の
だ
が
、
勝
ち
越

し
が
か
か
っ
た
一
番
で
あ
れ
ば
そ
の

所
作
も
殊
更
入
念
。
作
者
の
高
見
盛

へ
の
応
援
歌
だ
が
表
現
に
は
工
夫
の

余
地
が
あ
る
。

楽
し
み
に
聞
き
ゐ
し
ラ
ジ
オ
の
深
夜
便

ひ
ば
り
の
歌
に
ふ
と
涙
ぐ
む

飯
田
淳
美

﹇
評
﹈「
深
夜
便
」
は
番
組
の
タ
イ
ト
ル
。

深
夜
の
放
送
な
が
ら
多
く
の
フ
ァ
ン

が
い
る
と
聞
く
。
感
懐
を
率
直
に
詠

っ
て
い
る
の
が
よ
い
が
「
ふ
と
涙
ぐ

む
」
は
甘
い
。

こ
ぶ
し
咲
き
桜
の
蕾
ふ
く
ら
み
て
池
の

水
鳥
日
に
日
に
減
り
ぬ

小
野
五
代
子

﹇
評
﹈
上
句
は
説
明
的
だ
が
水
鳥
の
数

の
減
少
か
ら
春
の
近
き
を
感
じ
と
っ

た
作
者
の
発
想
は
面
白
い
。

風
邪
引
き
て
見
舞
ひ
に
行
け
ず
訃
報
受

く
思
ひ
出
多
き
友
に
て
あ
り
き

花
輪
明
子

﹇
評
﹈
や
や
説
明
的
だ
が
下
句
の
述
懐

に
情
感
が
こ
も
る
。

◆
販
売
期
間
・
場
所

土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
毎
日
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
１
階

Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
で
。

※
６
月
１
日
d
（
販
売
初
日
）
は
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

e

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―

９
６
６
９

心
身
障
が
い
学
級
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
添
乗
員（
１
人
）を

◆
職
務
内
容

市
立
小
学
校
の
心
身

障
が
い
学
級
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
添

乗
業
務

◆
応
募
資
格

心
身
障
が
い
児
教
育

に
理
解
と
情
熱
を
有
し
、
平
成
17
年

４
月
１
日
現
在
61
歳
未
満
の
方

◆
勤
務
期
間

５
月
下
旬
〜
平
成
18

年
３
月
31
日
　

◆
報
酬
な
ど

時
給
１
千
286
円
。
交

通
費
は
１
日
１
千
円
、
月
２
万
円
以

内
支
給
。
雇
用
保
険
加
入
、
年
次
有

給
休
暇
な
ど
あ
り
。

◆
勤
務
時
間

お
お
む
ね
午
前
７
時

〜
９
時
と
午
後
１
時
〜
４
時
の
計
５

時
間
、
週
４
日
20
時
間
（
長
期
休
業

中
を
除
く
）。

▼
５
月
20
日
f
ま
で
に
、
履
歴
書
を

「
〒
181
―
８
５
０
５
三
鷹
市
教
育
委

員
会
指
導
室
指
導
事
務
係
」
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
申
し
込
む
。
後
日

面
接
あ
り
。

e

指
導
室
1
内
線
３
２
４
３


